
 

 

 

 

 

 

 

この『学力 Level up!』は、今年度本校で各学年が取り組んでいる「東京ベーシックドリル診断テス

ト」の結果や、５・６年生が実施している「国・都の学力調査」の結果や考察について掲載し、本校で

の取り組みの様子を保護者の皆様にお伝えし、お子様の学力向上にご協力いただければと考え、発行す

ることにいたしました。 

 今回は、7月と 9 月に行った「東京ベーシックドリル診断 Aテスト」と「同 Bテスト」の結果につ

いてお知らせします。裏面には、各学年全体での結果の推移を掲載しております。（学校 HP にも掲載

予定）この結果を踏まえ、各学年での目標は、以下の通り設定しました。 

 

【東京ベーシック診断テストでの目標値】 

2 年 ・学年全体が平均正答率９０％以上を取れるようにする。 

3 年 ・学年全体の平均正答率を学期末までに９０%以上を取れるようにする。 

4 年 ・平均正答率 50％未満の児童の減少。50％～60％以下の児童の正答率を上げる。 

5 年 ・平均正答率 50％未満の児童の減少。50％～70％以下の児童の正答率を上げる。 

6 年 ・平均正答率 50％未満の児童を学期末までに１５％以下にする。 

 

【目標達成のための各学年での取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も、授業内で既習事項の確認を行ったり、ベーシックドリルを活用して練習問題に取り組んだり

しながら、基礎基本の定着を図れるように指導を行ってまいります。 

個人面談の際に、東京ベーシック診断テストの個票についても配布させていただきますので、裏面と

比較していただき、苦手な部分については、ご家庭でもお力をお借りする部分もあろうかと思いますが、

お子様の Level up を図れるようにご協力よろしくお願いいたします。 
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学力 Level up！ 

テスト返却時に 

・問題に対する答え方の指導をする。 

・間違えた問題について解き直しを行う。 

・苦手な傾向がみられる問題については、全体で確認する。 

 

テスト前に 

・再度同じテストに取り組む（Bテスト前に再度 Aテストを行う） 

・ケアレスミスをなくすための反復練習をする。 

・苦手な単元についての練習問題に取り組ませる。 


